
－ 127 －

1 . はじめに
「学校週 5 日制」は、学校・家庭・地域の三者が互いに連携し、役割分担しながら社会全体として子供を

育てるという基本理念の下、平成14年度から完全実施された。しかし、「土曜日を必ずしも有意義に過ごせ
ていない子供たちも少なからず存在する」との指摘（H25. 6 .30文部科学省「土曜授業に関する検討チーム」
中間まとめ）があったり、一部の地域において「土曜授業」を実施されたりすること等がきっかけとなり、
学校教育法施行規則が一部改正（H25.11.29公布・施行）された。そして、設置者の判断による「土曜日の
教育活動」の実施が可能となった。

岐阜市は、平成26年度から市立全小・中学校において、年間10回の「土曜日等の教育活動」の実施を開
始した。しかし、始まった当初は、「出席扱いの基準」や「地域行事等との調整」等の「設置者が解決すべ
き課題」や、「方向性やねらいが不明確」「どのように行えばよいのか」「何を行えばよいのか」等の「学校
が解決すべき課題」が多くあった。

全国で「土曜日の教育活動」実施の動きが広がりつつある中で、勤務校である岐阜市立加納小学校が「土
曜日等の教育活動」を円滑に運営していくために、どのような運営システムを構築し、どのような教育活動
を行えばよいのかについて実践研究を進めた。
「土曜日等の教育活動」を円滑に運営していくシステムや方法、内容を開発し、実践、明示していくこと

によって、次のような意義をもった活動を実現できると考えた。

○学力向上を図ったり、豊かな体験活動を提供したりすることによる、児童のためのより豊かで有意義な
土曜日の実現

○特色ある教育活動や、開かれた学校づくりの実現
○家庭・地域との連携協力による教育活動づくりの実現

2 . 研究内容
「土曜日等の教育活動」を実施する中で、教育内容や実施方法等の課題が明らかになってきた。そこで、

実態を把握するために、勤務校を含めた実地調査や、児童生徒及び教職員を対象としたアンケート調査を実
施した。その結果、「土曜日等の教育活動」を円滑に運営していくためのシステム構築や教育内容の開発が
必要であることが明らかになった。そこで、以下の 3 点を柱として実践に取り組んだ。

（ 1 ）「土曜日等の教育活動」のねらいの明確化と理念の確立
（ 2 ）円滑に運営するための「土曜授業コーディネーター」を中心とする運営システムの構築
（ 3 ）「学力向上」「豊かな体験活動」「開かれた学校づくり」「地域等との連携・協力」を内容とする「土

曜日等の教育活動」のプログラムの開発

小学校における「土曜日等の教育活動」のあり方
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（1）「土曜日等の教育活動」のねらいの明確化と理念の確立

「土曜日等の教育活動」は、学校の教育目標の実現に寄与できるものと
してとらえ、平日の授業との関連をもたせ、教育課程内の教育活動（土
曜授業）として実施した。
「平日の授業との関連」とは、土曜授業が、平日の授業を補充する役割

をもったり、土曜授業が、平日の授業の延長上の存在になったりするこ
とを意味する。そして、この理念に基づき、ねらいを「児童のためのよ
り豊かで有意義な土曜日の実現」と設定し、全職員共通理解の下で実践
に取り組んだ。（図 1 ）

（ 2 ）「土曜日等の教育活動」を運営するためのシステム構築
①校内システムの見直しと改善

「土曜日等の教育活動」を円滑に運営していくために、「土曜授業コー
ディネーター」を中心に位置付けた組織を編成した。学校長と教員をつ
なぎ、授業の立案・計画し、円滑な運営の指示を行った。（図 2 ）

②地域人材（学習支援ボランティア）が参画する授業づくりのための
システムの構築
「土曜授業コーディネーター」が、学校運営協議会や PTA 執行委員会

の一員となり、教育活動の内容を提案したり、協議したりした。また、
PTA や外部団体等との渉外活動にも取り組んだ。そうすることで、コミュ
ニティ・スクールに学校支援地域本部の機能をもたせ、校外のシステム
と協働した教育活動を展開できるようにした。（図 3 ）

（ 3 ）「土曜日等の教育活動プログラム」の開発
教育プログラムを 4 つの具体的方策「①学力向上」「②豊か

な体験活動」「③開かれた学校づくり」「④連携・協力」に分類
した。また、教育効果の視点から、「土曜日等の教育活動」を、

「土曜ならではの教育活動」と「土曜日に実施可能な教育活動」
の 2 種類に定義付けた。

この 2 つの教育効果が十分機能するように、教育活動プログ
ラムを表 1 のように均等に配置し、表 2 のように「土曜日等の
教育活動」の計画を立てた。

図 1「土曜日等の教育活動」
の理念

図 2　学校内のシステムの構築

図 3　校外のシステムとの協働

表 1　具体的教育活動プログラム
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1 5 9
2 6 6
3 6 27
4 9 6
5 9 19
6 10 3
7 11 21
8 12 5
9 1 16
10 2 27

※「土曜ならではの教育活動」のとらえ（方策①④）
　　土曜日等にしか実施できない教育活動。「柔軟な教育活動が可能となる」「連携・協力がしやすい」

等をねらいとする。
※「土曜日に実施可能な教育活動」のとらえ（方策②③）
　　平日でも実施可能だが、土曜日等に実施することでよさをもつ活動。「保護者が多く参観できる」「平

日の授業に集中して取り組める」等をねらいとする。

3 . 実践に必要な取組
（ 1 ）土曜授業推進先進校および土曜授業実施校の視察
文部科学省の「土曜日の教育活動推進プラン」において「土曜授業推進事業」に指定されている県外の小

学校や「地域の豊かな社会資源を活用した土曜日の教育支援体制等構築事業」に指定されている市内の小学
校を視察し、土曜日等の教育活動の理念や望ましい教育活動の在り方を探った。

（ 2 ）児童・保護者・教職員等対象のアンケート調査の実施
児童や保護者にとって意義のある教育活動にするために、随時アンケー

ト調査を実施した。また、円滑な運営を図るために、教職員へもアンケー
ト調査を行い、意識を把握することとした。

（ 3 ）積極的な情報の発信
「土曜日等の教育活動」にかかわる情報を積極的に発信し、家庭や地域

から更なる理解や協力を仰ぐこととした。
そこで、「土曜日等の教育活動」にかかわる記事を学校だより（図 4 ）

や学校ホームページに掲載し、情報を広く発信することで、家庭や地域住
民から更なる理解や協力を得ることとした。

4 . 実践
（ 1 ）具体的実践①「補充学習」について
方策①「学力向上」として、「補充学習」を実施した。「補充学習」とは、補助教材を使用し、主に国語や

算数の復習をする授業である。その際、保護者等を「学習支援ボランティア」として参画させ、きめ細かい
指導と開かれた学校づくりにつなげようとした。以下に、第 1 回補充学習までのスケジュール（図 5 ）と、
土曜授業コーディネーターの役割（図 6 ）を示す。

【図 4　学校だより】
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図 5　第 1回「補充学習」実施までのスケジュール
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図 6　補充学習における「土曜授業コーディネーター」の役割

平成27年度の「土曜日等の教育活動」は、平成26年度のものから内容を変えたり、PTA から理解や協力
を得る必要があったりしたため、「土曜授業コーディネーター」としての筆者が PTA 執行委員会に出席し、
平成27年度の土曜日等の教育活動」の全体計画について説明した。

PTA 執行委員に分かりやすく伝わるよう、活動内容や方法を説明した。そして、翌週に行われる PTA
総会において、保護者へ趣旨を説明する時間をもらえるよう依頼した。あわせて、PTA 総会を、平成27年
度の第 1 回「土曜日等の教育活動」に引き続いて実施することも承認が得られた。
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また、PTA 総会の議事の後、保護者に対して、平成27年度の「土曜日等の教育活動」の全体計画につい
て説明した。昨年度（平成26年度）との違いを説明し、新たに取り組もうとしている「補充学習」への協
力依頼も同時に行った。
「補充学習」に「学習支援ボランティア」として参加する方を保護者に対して募集したところ、全保護者

の約 1 割となる24名が申込用紙を提出した。保護者の希望を踏まえた上で指導補助学級の割り振りを行い、
当日扱う補助教材（学習プリント「i プリ」）の解答を事前に配付した。そして、当日の朝、会議室におい
て打ち合わせを行った。以下に、当日の日程（表 3 ）と「補充学習」の様子を示す。

表 3　「補充学習」当日の日程　※平成27年 6月 6日（土）実施

「補充学習」の前半は、問題を解く児童の様子を見守った後、学
習プリントの答え合わせを行ってもらった。問題を解き終わった
児童が、担当の「学習支援ボランティア」の所へ行き、採点して
もらったり、価値付けてもらったりした。
「補充学習」の後半は、学習プリントの答え合わせを行いながら、

問題につまづいている児童からの質問に答えたり、ヒントを与え
たりする補助指導に取り組んでもらったりした。

以下に、「補充学習」を終えた後の児童および「学習支援ボラン
ティア」の感想を示す。
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「補充学習」について全校児童対象にアンケート調査を行ったところ、図 7 のような結果となった。
全校的に見ると、84% の児童が満足していることが分かった。しかし、学年別に集計したところ、6 年生

は47.9% の児童しか肯定的な回答を示さなかった。他学年との差が大きかったため、6 年児童の記述から要
因を探った。「取り扱った教科（算数）への苦手意識」「教材の問題の難易度（簡単、難しい等の個人差）」「算
数のみの実施であったこと」「恥ずかしい」等が要因であること　が分かった。次回の「補充学習」におい
ては、「複数教科にする」「教材の内容を工夫する」「学習支援ボランティアの配置を工夫する」等の改善に
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取り組む必要があると考えた。

（ 2 ）具体的実践②「地域合同防災訓練」
方策④「連携・協力」として、「地域合同防災訓練」を実施

した。校区の地域では、毎年 9 月の第 1 日曜日に「防災訓練」
を実施している。しかし、その訓練に参加する児童はほとん
どおらず、毎年数名の 6 年生児童が参観するだけであるのが
現状であった。そこで、防災訓練の内容を工夫・改善し、「土
曜日等の教育活動」として実施し、地域住民と一緒に全校児
童が参加できるようにした。以下に、地域合同防災

訓練実施までのスケジュール（図 8 ）と、土曜授業コーディ
ネーターの役割（図 9 ）を示す。
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図 8　「地域合同防災訓練」実施までのスケジュール
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図 9　防災訓練における「土曜授業コーディネーター」の役割

立案に関しては、学校運営協議会前に、地域の防災訓練の担当者（加納東自治会副会長）と連携しながら
取り組んだ。学校に来てもらったり、消防署に一緒にでかけたりしながら「地域合同防災訓練」の内容を計
画した。事前に担当者と打ち合わせを行うことで、学校運営協議会で具体的に提案することができた。

学校運営協議会で提案したところ、「児童の防災意識を高めるために教育過程内の教育活動として実施し
ていくことは大変有効である。」「地域の高齢化が進む中、小学生の参加により、より多くの地域の方の参加
を促すことができる。」などの意見をもらい、承認を得ることができた。

地域の防災訓練実行委員会に、「土曜授業コーディネーター」としての筆者が出席し、具体的な活動内容
について説明した。出席者からは、「三角巾を使う救護訓練には、地域の方も参加してよいのか。」などの質
問や、「炊き出し訓練が、30分間ずつとなっているが、もう少し時間をもらえないか。」などの要望が出さ
れた。そこで、意見や要望に応える形でプログラムや時間を変更し、当日を迎えることとした。

防災訓練の活動内容の中に、三角巾を用いた応急手当てをすることができるよう、「救護訓練」を位置付
けた。高学年の児童が知識や技能を身に付ければ、十分「共助」や「公助」に取り組むことができると判断
したからである。この防災訓練の中の活動内容については、「土曜日ならでは」の特徴の一つである「柔軟
な教育活動の実施が可能」という観点から、異年齢集団を用いた活動にした。そうすることで、異年齢の児
童同士のかかわりが生まれたり、特に高学年の児童の「学習意欲」が喚起されると考えたからである。しか
し、少人数グループ毎に「救護訓練」を行うには、指導する講師がグループ分必要となる。そこで、夏季休
暇中に職員研修として「救護の仕方を指導できるようにするための研修会」をもつこととした。以下に、当
日の日程（表 3 ）と「地域合同防災訓練」の様子を示す。

表 4　当日の日程や活動の様子（当日は雨天につき、ゴシック体の活動は中止）
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当日は雨天だったため、体育館にお
いて開会式を行った。その後行う予定
だった「初期消火訓練」にかわり、雨
天プログラムであった「地震に備える
ためにできること」という題目の講義
を消防署員から受けた。

心肺蘇生訓練では、簡易訓練器「あっ
ぱくん」を用いた訓練活動に真剣に取
り組む児童の姿が多く見られた。異年
齢集団（ 8 人程度）に 3 台ずつ配布し、
消防署員の指導の下で行った。

救護訓練は、異年齢集団ごとに 5 つ
の教室に分かれて実施した。職員研修
で学んだことを基にして、学級担任が
講師を務めた。3 年生以下の児童がけ
が人役となり、4 年年生以上の児童が
救護訓練に取り組んだ。

以下に、「地域合同防災訓練」を終えた後の児童および教師の感想を示す。

6

5

4

「地域合同防災訓練」について全校児童対象にアンケート調査
を行ったところ、図10のような結果となった。防災訓練で行っ
た 2 つのプログラム（心肺蘇生訓練・救護訓練）については、9
割以上の児童が満足していた。アンケートの結果や児童の記述
からも、児童に貴重な体験活動に取り組ませることができたと
考える。

雨天時のプログラムの講話や、体験活動において、「災害に
備えて準備しておくとよいこと」等を学ぶことでき、防災への
意識が高まったと感じる児童が、全体的で 8 割以上となった。
中には、「三角巾の使い方が難しかった」「炊き出し訓練をやり
たかった」等の理由から、防災への意識が高まらなかったと答
える児童もいた。

初めて取り組んだことであるため、昨年度との比較はできな
いが、児童の防災への意識の高まりから、児童に豊かな体験活
動を提供することができのではないかととらえた。
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「土曜日等の教育活動」にかかわる情報をさらに広
く発信するために、新聞記事掲載を通した広報活動
に取り組んだ。

平成27年度に行う「土曜日等の教育活動」の日時
と内容を新聞社に伝え、掲載を依頼した。その結果、
8 月上旬に岐阜新聞社の方から「学校紹介」の記事
掲載の承諾を得た。発行が 9 月29日に決定していた
ため、直前に実施した第 3 回と第 4 回の「土曜日等
の教育活動」の内容を記事にしてもらうこととした。

（図11）

5 . 成果の検証
本研究実践による「土曜日等の教育活動」の有効性を検証した

り、意識を把握したりするために、児童や保護者、教職員等を対
象にアンケート調査を実施した。
（ 1 ）児童・保護者対象のアンケート（H26と H27）の比較・

分析
平成26・27年度に児童・保護者とも共通のアンケートを実施し、

比較・分析した。アンケートの質問項目は、大きな柱として「実
施及び実施回数」「内容」「実施による成果・課題」の 3 点を設定
した。（表 5 参照。項目⑯⑰⑱については、H27のみ実施。）図12
がその結果である。また、平成27年度に実施したアンケートに
ついては、児童や保護者の ｢ 土曜日等の教育活動」への満足度に
関与する要因を明らかにすることを目的として、「満足度」を被
説明変数とする重回帰分析を適用した。分析は、学年の発達の段
階を考慮し、1 ～3 年 生と 4 ～ 6 年生に分けて分析した。統計解
析には、SPSSver.23.0を用いた。表 6 は、「満足度」に有意に関
連があることが明らかになった要因である。（詳細は表 7 参照。）

表 6児童および保護者の ｢土曜日等の教育活動」への満足度に関連があった要因

図11　活動の様子が岐阜新聞に掲載
（平成27年 9月29日付）

表5　児童・保護者アンケートの質問項目

※上記質問項目は、保護者用の文言で表記
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表 7　重回帰分析の結果
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図12　児童及び保護者対象のアンケート結果

（ 2 ）教職員対象のアンケートの結果の分析
平成27年12月に、「土曜日等の教育活動」の内容や運営にかかわる教職員からの評価を把握するため、ア

ンケート調査を実施した。具体的な質問項目を表 8 に、結果を図13に示す。
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表 8　教職員アンケートの質問項目

1 5/9

9/19

12/5

6 2/27

6/6

10/3

10/3

どの項目においても、ほとんどが肯定的な評価となった。また、運営にかかわる項目においては、全てに
おいて肯定的評価が得られた。筆者が開発・実践した教育プログラムの内容や、運営システムが適していた
ととらえた。

また、アンケートに記述された意見の中には、次年度に向けての提案型のものもあった。これは、今年度
の実践により、教職員が「土曜日等の教育活動」を有効ととらえ、肯定的に考え、さらに改善していきたい
と願う感情が表出された証である。教育内容や運営システムだけでなく、教職員の意識を変えることができ
たことも、成果であると言える。

6 . 成果と課題
児童や保護者、教員対象のアンケート結果等をふまえ、実践による成果は、以下の 4 点になる。
○「土曜日等の教育活動」の内容に満足感を表す児童・保護者の増加

「土曜日等の教育活動」の内容に満足感を表す児童・保護者の割合は、前年比でそれぞれ4.7ポイント、5.6
ポイント増加した。また、その満足感には、本開発実践で取り組んだ 4 つの具体的方策（①学力向上②豊か
な体験活動③行事の位置付け④連携・協力）のうち、3 つ（②③④）が有意に関連していることが明らかと
なった。このことから、「土曜日等の教育活動」の内容に満足感を表す児童・保護者が増加したことが成果
の 1 つと言える。

○児童の「学習意欲の向上」
「土曜日等の教育活動」実施により、「学習意欲が向上した」と感じた児童・保護者の割合は、前年比でそ

れぞれ10.0ポイント、15.8ポイント増加した。これは、保護者や地域人材を積極的に活用した「補充学習」
を実施したり、学校行事を保護者や地域住民に広く公開したりしたことの成果であると言える。
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図13　教職員アンケートの結果
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○「開かれた学校づくり」の実現に寄与
図14は、保護者アンケート（学校評価資料）

の結果である。（ 4 段階評価で実施。4 ・ 3 の合
計を「○」、2・1 の合計を「△」で集計して表示。）
「土曜日等の教育活動」として、多くの学校行

事や児童会行事を位置付けてきた。それらを保護
者や地域住民に広く公開し、実施後には学校だよ
りの配付やホームページへの掲載等で紹介し、広
く情報発信してきた。その成果がアンケート項目
⑤や⑦の結果となって現れている。「土曜日等の
教育活動」にかかわる児童・保護者対象のアン
ケート結果からも、行事の位置付けが内容の満足
感に有意に関連していることからも、「開かれた
学校づくり」の実現に寄与できたことが成果の 1 つとして挙げられる。

○「土曜日等の教育活動」の円滑な運営
筆者が「土曜授業コーディネーター」を務め、校内において学校長と教員をつなぎ、授業の立案・計画し、

円滑な運営の指示に取り組んだ。また、「土曜授業コーディネーター」が、学校運営協議会や PTA 執行委
員会の一員となり、教育活動の内容を提案したり、協議したりした。さらに、PTA や外部団体等との渉外
活動にも取り組んだ。そのような「運営システム」を構築したことで、コミュニティ・スクールに学校支援
地域本部の機能をもたせ、校外のシステムと協働した教育活動を展開することができた。「土曜日等の教育
活動」を円滑に運営することができたことが成果の 1 つと言える。

以上の成果から、本開発実践による「土曜日等の教育活動」のねらいである「児童のためのより豊かで有
意義な土曜日」を実現することができたと判断する。

本実践を通して考えられる、今後の「土曜日等の教育活動」実施に向けた課題は、以下の 3 点になる。

●実践した教育活動プログラムの内容の見直し
この開発実践で初めて試みた「補充学習」や「出前講座」、「地域合同防災訓練」や、「土曜日等の教育活動」

として広く保護者や地域住民に公開してきた各種学校行事の内容を一つ一つ見直していくことが必要であ
る。この「見直し」とは、実施するかしないかという意味ではなく、よりよいものにするため、また、より
連携・協力して取り組んでいくために工夫・改善していくという意味で用いている。

例えば、「補充学習」では、使用する教材や教科を改善したり、協力者をさらに増やすために広報活動を
活発にしたりすることが考えられる。「地域合同防災訓練」では、登校（避難）の仕方を改善し、地域住民
と一緒に登校するように改善したり、子どもの活動に保護者や地域住民が参加しやすいような環境を設定し
たりすることが考えられる。「出前講座」については、内容を精選し、市だけでなく県や NPO 法人にまで
依頼を広げたりすることが考えられる。このように、一つ一つの教育活動プログラムを組織が中心となって
見直していくことが課題の一つに挙げられる。

●持続可能な取組とするための「引き継ぎ」
本開発実践において、筆者が「土曜授業コーディネーター」を務め、教育活動プログラムを開発したり、

運営システムを構築したりしてきた。これらの取組を持続可能なものとするために、確実な引き継ぎが必要
不可欠となる。「土曜授業コーディネーター」の役割を明確化するとともに、文書データや渉外活動の方法

図14　平成26年度（ 1月実施 n=231）と平成27年度
（12月実施 n=239）の比較
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などを、今後の取組のために引き継いでいかなければならない。異動があっても持続可能にしていくことが
大切であると考える。

●「土曜授業コーディネーター」の負担減少
これは、2 つめの課題ともつながるが、どんなに持続可能な取組とすることができても、「土曜授業コーディ

ネーター」への負担が多くなっては、だれも引き受けたくなくなってしまう。教職員の中には、筆者の取組
に対する負担感への懸念を示す者もいた。「土曜日等の教育活動」は年間で10回とはいえ、毎回の活動を「土
曜授業コーディネーター」だけに任せてしまっては、他の教員の負担は減るものの、担当者への負担は増え
てしまう。

そこで、本開発実践でも取り組んだが、「土曜授業コーディネーター」が中心となって取り組む教育活動
プログラムと、他の担当者が中心となって取り組む教育活動プログラムバランスよく配置したり、できるこ
とは他の教職員と仕事を分け合って行ったりすることが大切である。例えば、本実践で取り組んだ「補充学
習」においては、児童が取り組む補助教材（学習プリント「i プリ」）は、筆者が全校児童分印刷・配付を行っ
た。担任の教員からは大変ありがたく思われたが、中には「印刷は手伝わせてください。」との声もあった。
細かいことではあるが、担当である「土曜授業コーディネーター」が行うべきことと、他の教職員でも取り
組めることとをうまく分業していくことが必要である。

今後、勤務校においては、来年度（平成28年度）の「土曜日等の教育活動」を計画していくわけだが、
以上 3 点の課題の解決を図りながら計画していきたいと考えている。
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